
















































1 ）　城下裕二「量刑基準に関する一考察（ 1 ） ─ 量刑事情としての『犯罪後の態




















































































































46条 1 項 2 文によれば，裁判官は刑を量定する際に，刑罰が行為者の将来の
社会生活にどのような効果を与えるかを考慮した上で決定されなければなら












5 ）　Jescheck / Weigend, a.a.O., §82 Ⅳ 1 f.
6 ）　Jescheck / Weigend, a.a.O., §82 Ⅳ 1 f.
7 ）　Franz Streng「ドイツにおける量刑：その概要と現代的課題」井田良，小池信太



































8 ）　Jescheck / Weigend, a.a.O., §82 Ⅳ 3.
9 ）　Jescheck / Weigend, a.a.O., §82 Ⅳ 6.



























11）　Streng, 前掲注 7 　131〜132頁。なお，「点の理論」について引用しているもの
に，Arthur Kaufmann, Das Schuldprinzip,1961, S.261; Heinz Zipf, Die Strafmaßver-
sion, 1969, S.165 ff.; Hans─Jürgen Bruns, Strafzumessungsrecht, 2. Aufl. 1974, S.91 
f. 等がある。
































13）　Streng, 前掲注 7 　135〜136頁。
14）　Streng, 前掲注 7 　135〜136頁。
15）　Streng, 前掲注 7 　136頁。また，これについて採用しているものに，Hans G 



























1 項 1 文）を明らかにする上でも，また，行為者の特別予防の必要性（ドイツ





































19）　Jescheck / Weigend, a.a.O., §83 Ⅳ 1.

































21）　BGH StV 1988, 487; OLG Düsseldorf StV 1993, 310.
22）　Jescheck / Weigend, a.a.O., §83 Ⅳ 1.

































































26）　BGH 1, 105; BGH NJW 1961, 85; BGH 31, 16, 19.
27）　BGH 32, 165, 182 f.; BGH NStZ 1983, 453. なお，これらについて引用しているも





























28）　Jescheck / Weigend, a.a.O., §83 Ⅳ 2.




あってはならないことを強調する判例が存在している。NStZ 1983, 118; StV 1993, 
581; 1994, 125; BGH NStZ 1985, 453; BGH Detter NStZ 1994, 474; BGH GA 1981, 572; 
BGH5, 238. なお，これらの判例を紹介しているものに，Jescheck / Weigend, a.a.O., 

























31）　Mehrens, Die Kronezeugenregelung als Instrument zur Bekämpfung Organis-
ierter Kriminalität Ein Beitrag zur deutch─italienischen Strafprozessrechtsvergle-































「刑事訴訟法100条 a 第 2 項に列挙された犯罪行為」について，任意に自身の
知ることを供述することにより，同法100条 a 第 2 項に掲げる犯罪の解明に
32）　Denny, Der Kronezeuge unter besonderer Berücksichtigung der Erfahrungen 

















が刑事訴訟法100条 a 第 2 項に掲げる犯罪を行ったことにつき情報を知って




































































中でも刑事訴訟法100条 a 第 2 項の犯罪に関する「情報を持たない共犯者」










36）　同旨の内容の批判を加えているものに，Frank / Titz, Die Kronezeugenregelung 
zwishen Legalitätsprinzip und Rechtsstaatlihkeit, ZRP 9, 139. 
37）　野澤前掲注35　189頁。
38）　Roxin / Schünemann, Strafverfaharensrecht 26. Aufl.§14 Rn.19.
































40）　Beulke, Strafprozessrecht, 12. Aufl. 2012, Rn.342.
41）　ドイツ刑法46条 b の王冠証人規定の適用過程について，Kindhäuser, LPK─StGB, 
3. Aufl., 2006,§46b Rn.1, 2.


























































































































れた犯罪や，ドイツ刑法46条 b 内に規定されている刑事訴訟法100条 a 第 2
項にあたる犯罪の特殊性についての分析を行いつつ，どのような犯罪に対し
て王冠証人制度が認められるべきかといった問題については，今後の研究課
題として参りたい。
